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【生活支援課】相談 0申請件数等の推移 (令和2年 1月 ～7月 )

種 月リ 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計

生活困窮相談 * 19 24 145 176 111 85 590

生活保護相談 * ７
ｆ

０
０ 68 90 54 ７

′ 38 480

生活保護開始決定件数 16 14 つ
４ 24 10 14 6

ｎ
υ

2
住居確保給付金申請 0 0 8 41 8 73

応急資金申請 2 0 0 0 0 4

緊急小日資金申請 (社協) 0 0 91 110 ７
′ 42 324

総合支援資金申請 (社協) 0 0 1 30 Л
■ 37 122

*相談は電話と来所の合計

1生活困窮相談、生活保護相談および生活保護開始決定の状況
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2住居確保綸付金、応急資金の申請状況
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3緊急小日資金、総合支援資金の申請状況 (社会福祉協議会 )
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東京都の経済情勢報告 (抜粋)

(令和 2年 8月 4日  財務省関東財務局 東京財務事務所 )

1.総論

【締悧断】「都内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

厳しい状況にあるものの、足下では―部に下げ止まりの

動きがみられる」

項  目 前回 (2年 4月 判断) 今回 (2年 7月判断)
前回
購

総掛 1断

新型コロナワイルス懸梁症の影
響により、経済活動が抑制され
るなか、足下で急速に下押しさ
れており、極めて厳しい状況に
ある

新型コロナウイルス感染症の影
響により、厳しい状況にあるも
のの、足下では一部に下げ止ま
りの動きがみられる

摩

帽∋ 2年 7月判翻よ 前回4月判断以降、足下 σ月末)の状況までを含めた期間で判断している。

(判断の要点)

個人消費は、新型コロナウイルス感染症の影響が残るものの、足下では下げ止まりの動きがみられる。

産業活動は、足下では一部に下げ止まりの動きがみられるものの、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、弱含んでいる。雇用情勢は、新型コロナウイルス感染症の影響により、足踏みの状況にある。

【各項目の判断】

【先行き】

先行きについては、感染拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを段階的に引き上げていく

なかで、各種政策の効果もあって、厳しい状況から持ち直しに向かうことが期待される。但し、感染症
が地域経済に与える影響に十分注意する必要がある。

項   目 前回 (2年 4月判断) 今回 (2年 7月判断)
嗣
雌

個人消費
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、弱含んでいる

新型コロナウイルス懸果症の影書が残るも
のの、足下では下げ止まりの動きがみられ
る

摩
・

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、弱含んでいる

横ばいの状況にある

足下では一部に下げ止まりの動きがみ られ

るものの、新型コロナウイルス感染症の影
響により、弱含んでいる

巨
=:

新型コロナウイルス感染症の影響により、

弱含んでいる
０
こ

ヨ製 麟
新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、弱含んでいる

足下では二部に下げ正まりの動議 られ
るものの、新型コロナウイルス感染症の影
響により、弱含んでいる

嘩
i

蘭 憎 改善しており、人手不足感が続いている
新型コロナウイルス感染症の影響により、

い にある 住

設備投資 元年度は増加見込みになっている 2年自ま増加見込みになつている E=::

企業収益 元年度は減益見込みになっている 2年度Iま滅麹慰&みになつている 匡
「

却
漂
企

景
現状判断は、「下降」超幅が拡大 現状判断は、「下降」超幅が拡大 頃

住宅建設 前年を下回つている 前年を下回つている E二 :'


